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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　描画機能を有する文書作成装置において、
　引出線の開始点と文字列の挿入開始点と文字列の記入方向を示す方向点を画面上で指定
させ、前記開始点と挿入開始点とを結ぶ第１の線分と、
　前記挿入開始点と方向点方向の終点とを結ぶ第２の線分とから構成した引出線を描画し
、記入される文字列の長さに応じて第２の線分の長さを自動的に決定する描画手段を備え
、
　前記描画手段は、
　設定された引出線の開始点を移動させる操作が画面上で行われたとき、
　挿入開始点および終点の位置と、第１の線分の長さとを固定にした状態で前記開始点の
設定位置を前記操作に従って再設定する第１の再設定と、
　設定された挿入開始点を移動させる操作が画面上で行われたとき、
　前記開始点の位置および第２の線分の長さを固定にした状態で第２の線分が水平になる
ように挿入開始点の設定位置を再設定する第２の再設定と、
　設定された終点を移動させる操作が画面上で行われたとき、
　前記開始点および挿入開始点の位置を固定にした状態で第２の線分が水平になるように
前記終点の設定位置を再設定する第３の再設定と、を有することを特徴とする文書作成装
置。
【請求項２】
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　請求項１記載の文書作成装置において、
　第２の線分に沿って記載した文字列を前記第２の線分の移動に付随して移動させるよう
に描画手段を構成したことを特徴とする文書作成装置。
【請求項３】
　描画機能を有する文書作成装置による文書作成方法において、
　引出線の開始点と文字列の挿入開始点と文字列の記入方向を示す方向点を画面上で指定
させ、前記開始点と挿入開始点とを結ぶ第１の線分と、
　前記挿入開始点と方向点方向の終点とを結ぶ第２の線分とから構成した引出線を描画し
、記入される文字列の長さに応じて第２の線分の長さを自動的に決定する描画手順を備え
、
　前記描画手順は、
　設定された引出線の開始点を移動させる操作が画面上で行われたとき、
　挿入開始点および終点の位置と、第１の線分の長さとを固定にした状態で前記開始点の
設定位置を前記操作に従って再設定する第１の再設定手順と、
　設定された挿入開始点を移動させる操作が画面上で行われたとき、
　前記開始点の位置および第２の線分の長さを固定にした状態で第２の線分が水平になる
ように挿入開始点の設定位置を再設定する第２の再設定手順と、
　設定された終点を移動させる操作が画面上で行われたとき、
　前記開始点および挿入開始点の位置を固定にした状態で第２の線分が水平になるように
前記終点の設定位置を再設定する第３の再設定手順と、を有することを特徴とする文書作
成方法。
【請求項４】
　請求項３記載の文書作成方法において、第２の線分に沿って記載した文字列を前記第２
の線分の移動に付随して移動させることを特徴とする文書作成方法。
【請求項５】
　プログラムを記憶した記憶媒体において、請求項３又は請求項４記載の文書作成方法に
従ってプログラミングしたプログラムを記憶する構成にしたことを特徴とする記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、専用の文書作成装置やパーソナルコンピュータなど情報処理装置に実施される
描画機能などを有する文書作成方法に係わり、特に、描画機能などを高めた文書作成方法
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、専用の文書作成装置やパーソナルコンピュータなど情報処理装置においては、
単にテキストだけでなくイメージ（画像）や図形（直線や円弧や円などデータがコード情
報から成るもの）などを同一ページ内に混在させた文書や図面を作成することができる。
また、このような文書などを作成するにあっては、他の文書などに用いられているイメー
ジや図形を切り出して指定の位置に貼り付けることもできる。また、他の情報処理装置な
どで作成された文書ファイルをネットワークを介して取得し、取得した文書中の一つのペ
ージからイメージや図形を切り出して指定の位置に貼り付けることもできる。イメージや
図形などオブジェクトを拡大したり縮小したり移動させたりすることもできる。
また、描画機能を有して、直線、長方形、円、楕円、引出線など様々な図形を描画するこ
とができる。例えば対角位置の２点をマウスにより指定して長方形を描画したり、中心位
置と半径を指定して円を描画したりするのである。線の種類は予め備えられているものを
用いる。引出線の描画に当たっては描こうとする引出線の例えば始点と終点の位置を指定
する。また、編集の際、編集対象のページ内に予め備えられている記号を取り込むことも
可能である。
そして、例えば図20に示したような図面を作成する際には、例えば記号リスト中から編集
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領域へ円のオブジェクトを取り出して編集対象のオブジェクト１００とし、そのオブジェ
クト１００を選択して拡大し、同様に、記号リスト中から引出線のオブジェクトを取り出
してオブジェクト１０１とし、拡大した円のオブジェクト１００の大きさや位置に適合す
るように引出線のオブジェクト１０１を拡大すると共に、円のオブジェクト１００と引出
線のオブジェクト１０１の位置関係が図20のようになるように円のオブジェクト１００と
引出線のオブジェクト１０１との位置合わせを行う。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記従来技術では、引出線の描画において、引出線の文字列挿入部線分の
長さが文字列長に無関係に固定され、その線分を水平にするのが容易でなく、各種線種の
描画において利用者の欲する線種を登録できず、利用者の作成したオブジェクトを編集時
に取り込む記号として登録できず、図20に示したような複数のオブジェクトを組み合わせ
て作成する図面作成が容易でないという問題を有している。
本発明の課題は、このような従来技術の問題を解決し、引出線の描画において、引出線の
文字列挿入部線分の長さを文字列長に自動的に合わせることができ、その線分を容易に水
平にすることができ、各種線種の描画において利用者の欲する線種を登録でき、利用者の
作成したオブジェクトを編集時に取り込む記号として登録でき、複数のオブジェクトを組
み合わせて作成する図面作成も容易に行うことができる文書作成方法を提供することにあ
る。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　前記の課題を解決するために、本発明では、描画機能を有する文書作成装置において、
引出線の開始点と文字列の挿入開始点と文字列の記入方向を示す方向点を画面上で指定さ
せ、前記開始点と挿入開始点とを結ぶ第１の線分と、前記挿入開始点と方向点方向の終点
とを結ぶ第２の線分とから構成した引出線を描画する描画手段を備えた。また、本発明で
は、記入される文字列の長さに応じて第２の線分の長さを自動的に決定するように描画手
段を構成した。また、本発明では、設定された引出線の開始点を移動させる操作が画面上
で行われたとき、挿入開始点および終点の位置と、第１の線分の長さとを固定にした状態
で前記開始点の設定位置を前記操作に従って再設定する第１の再設定と、設定された挿入
開始点を移動させる操作が画面上で行われたとき、前記開始点の位置および第２の線分の
長さを固定にした状態で第２の線分が水平になるように挿入開始点の設定位置を再設定す
る第２の再設定と、設定された終点を移動させる操作が画面上で行われたとき、前記開始
点および挿入開始点の位置を固定にした状態で第２の線分が水平になるように前記終点の
設定位置を再設定する第３の再設定と、を有するように描画手段を構成した。また、本発
明では、第２の線分に沿って記載した文字列を前記第２の線分の移動に付随して移動させ
るように描画手段を構成した。
　また参考発明では、描画機能を有する文書作成装置において、長さの異なる複数の線分
とその線分間の切れ目から成るパターンを繰り返して成る１本の線の線種を、前記各線分
の長さと切れ目の長さとを設定させることにより設定する線種設定手段と、前記線種設定
手段により設定された線種の線を描画する描画手段とを備えた。また、参考発明では、描
画機能および編集機能を有する文書作成装置において、編集画面上に描画されたかまたは
貼り付けられた図形、イメージ、または文字列を、編集画面上に表示される記号リスト中
の一つの記号として登録する記号登録手段を備えた。
【０００５】
　また、参考発明では、描画機能および編集機能を有する文書作成装置において、編集画
面上に描画されたかまたは貼り付けられた図形、イメージ、または文字列から成る編集単
位としてのオブジェクトを複数選択するオブジェクト選択手段と、前記オブジェクト選択
手段により選択された複数のオブジェクトを一つのオブジェクトとして統合するグループ
化手段と、前記グループ化手段により統合された統合後のオブジェクトを統合されていな
い他のオブジェクトと同様に扱う編集手段とを備えた。また、参考発明において、統合さ
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れた統合後のオブジェクト内の文字列を編集可能にし、登録されている前記オブジェクト
内の前記文字列を変更しないまま編集画面内で一時的に前記文字列を変更し、変更された
文字列を有するオブジェクトを他のオブジェクトと同様に扱う構成にした。
　本発明では、描画機能を有する文書作成方法において、引出線の開始点と文字列の挿入
開始点と文字列の記入方向を示す方向点を画面上で指定させ、前記開始点と挿入開始点と
を結ぶ第１の線分と、前記挿入開始点と方向点方向の終点とを結ぶ第２の線分とから構成
した引出線を描画する方法にした。また、本発明では、記入される文字列の長さに応じて
第２の線分の長さを自動的に決定する方法にした。
【０００６】
　また、本発明では、設定された引出線の開始点を移動させる操作が画面上で行われたと
き、挿入開始点および終点の位置と、第１の線分の長さとを固定にした状態で前記開始点
の設定位置を前記操作に従って再設定する第１の再設定手順と、設定された挿入開始点を
移動させる操作が画面上で行われたとき、前記開始点の位置および第２の線分の長さを固
定にした状態で第２の線分が水平になるように挿入開始点の設定位置を再設定する第２の
再設定手順と、設定された終点を移動させる操作が画面上で行われたとき、前記開始点お
よび挿入開始点の位置を固定にした状態で第２の線分が水平になるように前記終点の設定
位置を再設定する第３の再設定手順と、を有するように描画手順を構成した文書作成方法
にした。また、本発明では、第２の線分に沿って記載した文字列を前記第２の線分の移動
に付随して移動させる方法にした。
　参考発明では、描画機能を有する文書作成方法において、長さの異なる複数の線分とそ
の線分間の切れ目から成るパターンを繰り返して成る１本の線の線種を、前記各線分の長
さと切れ目の長さとを設定させることにより設定した後、指示に従って設定された線種の
線を描画する方法にした。また、参考発明では、描画機能および編集機能を有する文書作
成方法において、編集画面上に描画されたかまたは貼り付けられた図形、イメージ、また
は文字列を、編集画面上に表示される記号リスト中の一つの記号として登録する方法にし
た。また、参考発明では、描画機能および編集機能を有する文書作成方法において、編集
画面上に描画されたかまたは貼り付けられた図形、イメージ、または文字列から成る編集
単位としてのオブジェクトを複数選択し、選択された複数のオブジェクトを一つのオブジ
ェクトとして統合し、統合された統合後のオブジェクトを統合されていない他のオブジェ
クトと同様に扱う方法にした。また、参考発明において、統合された統合後のオブジェク
ト内の文字列を編集可能にし、登録されている前記オブジェクト内の前記文字列を変更し
ないまま編集画面内で一時的に前記文字列を変更し、変更された文字列を有するオブジェ
クトを他のオブジェクトと同様に扱う方法にした。また、本発明では、プログラムを記憶
した記憶媒体において、本発明の文書作成方法に従ってプログラミングしたプログラムを
記憶する構成にした。
【０００７】
　前記のような手段にしたので、本発明では、引出線の開始点と文字列の挿入開始点と文
字列の記入方向を示す方向点を画面上で指定することができ、前記各点が指定されると、
前記開始点と挿入開始点とを結ぶ第１の線分と、前記挿入開始点と方向点方向の終点とを
結ぶ第２の線分とから構成された引出線が描画される。また本発明では、記入される文字
列の長さに応じて第２の線分の長さが自動的に決定される。また本発明では、設定された
引出線の開始点を移動させる操作が画面上で行われると、挿入開始点および終点の位置と
、第１の線分の長さとを固定にした状態で前記開始点の設定位置が前記操作に従って再設
定されるか、設定された挿入開始点を移動させる操作が画面上で行われると、前記開始点
の位置および第２の線分の長さを固定にした状態で第２の線分が水平になるように挿入開
始点の設定位置が再設定されるか、設定された終点を移動させる操作が画面上で行われる
と、前記開始点および挿入開始点の位置を固定にした状態で第２の線分が水平になるよう
に前記終点の設定位置が再設定される。また本発明では、第２の線分に沿って記載した文
字列が前記第２の線分の移動に付随して移動する。
　参考発明では、長さの異なる複数の線分とその線分間の切れ目から成るパターンを繰り



(5) JP 4100842 B2 2008.6.11

10

20

30

40

50

返して成る１本の線の線種を、前記各線分の長さと切れ目の長さとを設定させることによ
り設定することができ、その設定後、指示に従って設定された線種の線を描画することが
できる。
【０００８】
　参考発明では、編集画面上に描画されたかまたは貼り付けられた図形、イメージ、また
は文字列を、編集画面上に表示される記号リスト中の一つの記号として登録することがで
きる。また参考発明では、編集画面上に描画されたかまたは貼り付けられた図形、イメー
ジ、または文字列から成る編集単位としてのオブジェクトを複数選択し、選択された複数
のオブジェクトを一つのオブジェクトとして統合し、統合された統合後のオブジェクトを
統合されていない他のオブジェクトと同様に扱うことができる。また参考発明では、統合
された統合後のオブジェクト内の文字列を編集することができ、前記文字列を編集画面内
で変更したとき、登録されている前記オブジェクト内の前記文字列が変更されないまま、
変更された文字列を有した前記オブジェクトが他のオブジェクトと同様に扱われる。また
、本発明では、本発明の文書作成方法に従ってプログラミングしたプログラムを例えば着
脱可能な記憶媒体に記憶することができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面により本発明の実施の形態を詳細に説明する。
図１は本発明の一実施形態を示す文書作成装置のシステム構成図である。図示したように
、この実施形態の文書作成装置は、申請書など文書を作成する処理を行うパーソナルコン
ピュータなど情報処理装置１、印刷された定型フォーム（テンプレート）などを画像デー
タ（イメージデータ）として読み取るスキャナ２、文字や画像などから成る文書を用紙上
に出力するプリンタ３、画像データを入力するディジタルスチルカメラ４などを備えてい
る。図示していないが、ディジタル複写機などを備え、そのディジタル複写機の画像入力
機能や画像出力機能を用いて前記画像データを読み取ったり用紙上に文書などを出力した
りすることも可能である。
また、図２に示したように、前記情報処理装置１は、ハードウェアとして、文書作成装置
全体を制御するＣＰＵ11、ブートプログラムなどを記憶しているＲＯＭ12、各種データや
各種プログラムを一時的に記憶するＲＡＭ13、各種データ（データファイル）や各種プロ
グラムを保存しておくハードディスク（ＨＤ）14、そのハードディスク14を制御するハー
ドディスク駆動装置15、各種データやプログラムを入力するための着脱可能な記憶媒体16
および記憶媒体駆動装置17、カーソル、操作用のアイコンやツールボックス、文書などを
表示する表示装置18、ネットワークを介した通信を制御する通信制御部19、文字や数字、
および各種指示を入力するキーボード20、表示されているオブジェクトを移動させたり選
択したりするための操作手段としてのマウス21などを備える。
また、前記ＣＰＵ11、ＲＯＭ12、およびＲＡＭ13から成る処理部、表示装置18、キーボー
ド20、マウス21は、請求項に記載した描画手段、編集手段、線種設定手段、記号登録手段
、オブジェクト選択手段、グループ化手段などを構成している。
このような構成で、本発明の文書作成装置では、予め登録した記号などを用いて、電気工
事や給水工事のような各種申請書の図面、および文書などを容易に編集し作成することが
できる（図３参照）。なお、図３では、予め作成して登録しておいた申請書のテンプレー
ト（定型用紙，定型フォーム）３１を読み出し（開き）、表示された登録済の記号３２や
登録済の図形３２を挿入したり、登録しておいた図面やＯＬＥオブジェクト３３などをテ
ンプレート上に貼り付けて申請書の図面データ３５を完成させ、その後、その申請書の図
面データ３５を印刷したり、保存（記憶）する例を示している。
【００１０】
図４に、この実施形態の文書作成装置により実行される文書作成（申請書作成）の概略フ
ローを示す。以下、図４などに従って、この実施形態の概略フローを説明する。
まず、この実施形態では、文書作成プログラムを実行させて申請書など所定の文書のテン
プレートを作成し、ファイル名をつけて登録しておく（ステップＳ１）。なお、テンプレ
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ートの作成はこの文書作成装置の編集手段を用いて行う。あるいは、スキャナ２により印
刷されているテンプレートを読み込んでもよい。
続いて、文書作成プログラムに従って、例えばテンプレートを用いて定型の申請書などを
編集・作成する（ステップＳ２）。登録されているテンプレート中から所望のテンプレー
トを選択し、例えばそのテンプレート中の表の中に文字や数字を書き込んだり、記号リス
ト中から選択した記号や登録されている図形をテンプレート中に挿入したり、登録されて
いる作成済の図面を貼り付けたりするのである。
さらに、必要に応じて作成された文書を印刷し、最後に、その文書にファイル名をつけて
ハードディスク14に保存する（ステップＳ３）。
図５に、図４のフローチャートのステップＳ２において表示される画面の例を示す。図示
したように、この例では登録されている記号リスト４０を画面の左の方に表示させている
。その右側は編集領域４１であり、図示の例では、記号リスト４０中の記号や描画機能を
用いて作成した図形や貼りつけたＯＬＥオブジェクトを表示している。
また、画面上部には、各種動作を選択するためのメニューバー４２を表示している。以下
、メニューバー４２などに記載した、情報処理装置１の実行する各種機能／動作を説明す
る。
まず、メニューバー４２（図５参照）内の「ファイル」４３が選択されたときの機能／動
作であるが、従来技術と同様に、サブメニューの選択に応じて、処理部が、登録されてい
る各種ファイル（図面ファイルなども含む）を開いたり（読み出したり）、開かれている
ファイルを閉じたり、開かれているファイルに上書きしたりする。メニューバー内の「フ
ァイル」４３を選択したときに表示されるメニュー上で「イメージの読み込み」を選択す
ることにより、スキャナ２やディタルスチルカメラ４からイメージ（画像）を入力するこ
ともできる。
【００１１】
メニューバー内の「設定」４４が選択され、サブメニュー上で「ページ設定」が選択され
ると、処理部は各ページのページ名称、縮尺、用紙サイズ、用紙の向きなどを設定させる
ダイアログボックスを表示し、そのなかに、予め設定されたサイズや用紙の向きなどを表
示し、必要に応じて変更させる。また、用紙サイズの変更によって図面データが編集領域
からはみ出てしまう場合には、「編集領域からはみ出る図形やイメージは削除されます。
よろしいですか？」というような確認メッセージを表示する。
「ファイル」４３が選択され、サブメニュー「印刷プレビュー」が選択されると、開かれ
ているページを表示する。この画面で「印刷」ボタンが選択されると、表示されたページ
を印刷する。「２ページ」ボタンが選択されると、１画面に２ページ分を表示する。「拡
大」ボタンが選択されると、拡大表示を行う。「縮小」ボタンが選択されると、縮小表示
を行う。
「編集」４５が選択され、サブメニュー「選択」が選択されると（以下、このような選択
を「編集」－「選択」と表現する）、処理部は、指示に応じて、図形、グループ、文字列
、記号（図５に示した記号リスト内の記号など）、イメージなどオブジェクトを選択する
。マウス21によりオブジェクトの外線や内部を指示させて選択するのである。あるオブジ
ェクトＡが選択状態のときに他のオブジェクトＢが選択されると、オブジェクトＢを選択
状態にする。前記において、例えば「Shift」キーが押された状態でオブジェクトＢが選
択されると、オブジェクトＡもオブジェクトＢも選択状態にする。また、例えば、「編集
」－「選択」が選択され、図６に示すように始点５１からマウス21をドラッグすることに
より一つまたは複数のオブジェクトを囲む矩形５０が指定されると、その矩形５０内のす
べてのオブジェクト５２、５３を選択状態にする。
【００１２】
図６に示す選択されたオブジェクト５２にマウスポインタ５８が近づけられると、マウス
ポインタ５８の表示状態が例えば片側矢印形状から手形状等に変化し、その状態でクリッ
クされながらマウスポインタ５８を移動させると、選択されたオブジェクト５２をドラッ
グさせ、オブジェクト５２の位置を移動させることができる。また、図７（ａ）に示す選
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択された領域を示す複数のハンドル５６（図７（ａ）中の黒い正方形）のいずれか（例え
ば５６ａ）に片側矢印形状のマウスポインタ５８が近づけられると、マウスポインタ５８
の表示状態が図７（ａ）に示す両側矢印５５のように変化される。この状態で図７（ｂ）
に示すようにマウス21により一つのハンドル５６をクリックしながら外側（矢印方向５７
）に向けてドラッグすると、ドラッグ方向に拡大した（Shiftキーを押しながらドラッグ
すると、元のオブジェクトと相似形で拡大）オブジェクト５４を得ることができる。図７
（ｂ）には、拡大したオブジェクト５４を点線で表示し、元の大きさのオブジェクト５２
を実線で表示している。そして、マウス21の左ボタン（クリックボタン）が放されると、
図７（ｃ）に示したように、実線のオブジェクト５２の方が消され、点線の方のオブジェ
クト５４のみが実線になって残る。同様にしてオブジェクトの縮小も可能である。
「編集」－「切り取り」が選択されると、選択状態のオブジェクト（図形、イメージ、文
字列、記号など）をＲＡＭ13内の所定領域にコピーして切り取る。また、「編集」－「コ
ピー」が選択されると、選択状態のオブジェクトをＲＡＭ13内の所定領域にコピーし（記
号リスト内の記号などをコピーすることも可能である）、「編集」－「貼り付け」が選択
されると、その所定領域の内容を他の選択された領域に貼り付ける。なお、所定領域の内
容が文字列の場合、貼り付け領域にカーソルがあれば、カーソル位置に貼り付ける。貼り
付けた後は、コピー元の選択を解除し、貼り付けたオブジェクトを選択状態にする。また
、貼り付けたオブジェクトの属性をコピー元と同じ属性にする。貼り付けたオブジェクト
が編集領域からはみ出る場合は、「編集領域からはみ出るオブジェクトがあります。はみ
出るオブジェクトはコピーされませんがよろしいですか。」というような警告メッセージ
を表示する。
【００１３】
「編集」－「消去」が選択されると、選択されているオブジェクトを消去する。このよう
にして、記号リスト上の利用者の登録した記号も消去できるが、予めシステムの用意した
記号は消去できない。消去できない記号の消去が指示された場合には、「この記号は削除
できません」というような警告メッセージを出す。「編集」－「すべて選択」が選択され
ると、表示ページの編集領域上のすべてのオブジェクトを選択する。
「編集」－「イメージの編集」が選択され、さらにサブメニュー「矩形内消去」が選択さ
れると、選択されたイメージ６０の指定範囲６１の内部を消去する（図８参照）。なお、
指定範囲６１はマウスを用いて前記のようにして矩形で指定する。同様に、「編集」－「
イメージの編集」が選択され、さらにサブメニュー「矩形外消去」が選択されると、選択
されたイメージ６０の矩形６１外部分を消去する（図９参照）。
一つのイメージオブジェクトが選択され、「編集」－「イメージの編集」－「ノイズ除去
」が選択されると、詳細指定を行わせるためのダイアログボックスを表示する。そして、
ダイアログボックスにより、全体が指定され、サイズが指定されると、選択されたイメー
ジオブジェクト内の指定サイズ以下のすべてのノイズ（例えば黒部分）を除去する。また
、全体の代わりに「範囲指定」が選択されると、マウス21を用いて範囲を指定させ、指定
された範囲について前記のようにノイズを除去する。なお、ダイアログボックスのサイズ
欄には指定されたサイズを１辺とする黒い正方形を表示する。
「編集」－「変倍」が選択されると、水平方向および垂直方向の変倍率を独立に指定でき
るダイアログボックスを表示する。そして、指定後、「ＯＫ」ボタンが指示されると、選
択中のイメージを、そのイメージの左上を基準に指定された変倍率で拡大または縮小する
。
「イメージの編集」－「傾きの修正」が選択されると、処理部はダイアログボックスを表
示して自動修正か手動修正かを選択させ、自動修正が選択されると、イメージの傾きを自
動的に補正する。水平であるはずの直線や垂直であるはずの直線を検出して傾き量を求め
、その傾き量に従って補正するのである。また、手動修正が選択されると、基準線の方向
が水平か垂直かを指定させ、さらに基準線の始点を指定させ、指定に従って例えば赤い基
準線を表示させる。つまり、利用者はイメージ上の傾いた直線に沿って基準線を表示させ
るのである。そうすると、２本の直線から傾き量を検出し、傾き量に従って傾きを補正す
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る。なお、傾き量が所定量以上で修正が不可能な場合はエラーメッセージを表示する。
【００１４】
「編集」－「ページ編集」－「挿入」が選択されると、現在表示されているページの前に
挿入するのか後に挿入するのかを指定させ、その指定に従ってページを挿入する。
「編集」－「ページ編集」－「移動」が選択されると、ページ番号とそのページの前に挿
入するのか後に挿入するのかを指定させ、その指定に従って表示されているページを移動
する。
「編集」－「ページ編集」－「削除」が選択されると、表示されているページを削除する
。
「編集」－「オブジェクトの作成と貼り付け」が選択されると、別のアプリケーションプ
ログラムによって作成したグラフや図面（図形やイメージ）などをオブジェクトとして貼
り付ける。なお、この際、貼り付ける図面などが新規作成かファイルからの選択かを指定
させることができる。
「表示」－「ページ」が選択されると、「前ページ」、「次ページ」、「先頭ページ」、
「最終ページ」、「ページ指定」のいずれかを選択させ、その指定に従って表示ページを
変更する。
また、「描画」－「数値入力による描画」－「直線」が選択されると、処理部はマウス21
により始点を指定させ、直線の長さと角度を指定させ、指定に従って所定または指定の太
さの直線を描画する。
「描画」－「数値入力による描画」－「正円」が選択されると、マウス２１により円の中
心を指定させ、半径または直径を指定させ、指定に従って所定または指定の太さの正円を
描画する。
「描画」－「直線」が選択されると、マウス21により始点を指定させ、マウス21をドラッ
グさせて終点を指定させ、始点と終点を結ぶ所定または指定の太さの（以下、各線同様）
直線を描画する。なお、Shiftキーが押された状態でマウス21がドラッグされると、例え
ば「環境設定」ダイアログボックスで指定されている角度の直線を描画することができる
。
【００１５】
「描画」－「二重線」が選択されると、マウス21により始点を指定させ、マウス21をドラ
ッグさせて終点を指定させ、始点と終点を結ぶ指定された幅（間隔）の二重線を描画する
。
「描画」－「連続線」が選択されると、マウス21により始点６２を指定させ、マウス21を
ドラッグさせて次々に頂点６３～６４を指定し、終点６５を指定し、始点６２と各頂点６
３～６４と終点６５とを結ぶ連続線を描画する（図10参照）。なお、「描画属性の設定」
が選択され、「角を丸くする」が指定され、丸くする際の半径が指定されると、指定に従
って、例えば、図11のように頂点６３～６４の角丸めをした連続線を描画する。
「描画」－「楕円」が選択されると、描こうとする楕円６７に外接する矩形６８の対角の
２点６９、７０をマウス21により指定させ、指定に従って楕円６７を描画する（図12参照
）。
「描画」－「正円」が選択されると、直径指定か中心・半径指定かを選択させ、直径指定
が選択されると、マウス21により２点を指定させ、指定に従って指定された２点を直径と
する正円を描画する。また、中心・半径指定が選択されると、マウス21により中心と円周
上の１点を指定させ、指定に従って正円を描画する。
「描画」－「４角形」が選択されると、マウス21により対角の２点を指定させ、指定に従
って４角形を描画する。なお、連続線の場合と同様に指定に従って角を丸めることができ
る。
「描画」－「多角形」が選択されると、連続線の場合と同様にして多角形を描画する。但
し、この描画では最後に指定された頂点を始点につなぐ。なお、この描画においても角を
丸めることができる。
「描画」－「正多角形」が選択されると、角数を指定させ、中心点と外接円上の１点を指
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定させ、指定に従って正多角形を描画する。なお、この描画においても角を丸めることが
できる。
「描画」－「円弧」が選択されると、前記のようにしてまず楕円を描画する。そして、マ
ウス21により楕円上の２点を指定させ、指定に従ってその２点を端点とする円弧を描画す
る。
「描画」－「扇形」が選択されると、前記のようにしてまず楕円を描画する。そして、マ
ウス21により楕円上の２点を指定させ、指定に従って扇形を描画する。
【００１６】
「描画」－「連続曲線」が選択されると、連続線の場合と同様にして始点とそれに続く頂
点を指定させ、指定に従って始点と各頂点を順に滑らかに結ぶ曲線（スプライン曲線）を
描画する。
「描画」－「引出線」が指定されると、処理部（ＣＰＵ11などから構成されている）はマ
ウス21により引出線７１の開始点７２と文字列の挿入開始点７３と文字列の記入方向（挿
入方向）を示す方向の終点７４を指定させ、指定された各点７２～７４の位置情報を取得
し、前記開始点７２と挿入開始点７３とを結ぶ第１の線分（直線，線分Ａ）と、前記挿入
開始点７３と挿入方向の終点７４とを結ぶ第２の線分（水平方向の直線，線分Ｂ）とから
構成した引出線７１が描画される（図13参照）。この際、第２の線分Ｂに沿って記入され
る文字列および文字の属性はダイアログボックスを表示して必要ならば変更させ、文字列
に沿う第２の線分Ｂの長さ（水平方向線分の長さ）は、文字列の長さに合わせて処理部が
自動的に決定し、それに伴って前記挿入方向の終点７４の位置も決定する。例えば、文字
数、文字幅、文字間隔などから決定するのである。
前記において、描画後の引出線７１が選択されると、ＣＰＵ１１等からなる処理部は、図
14に示すように、引出線の開始点７２にハンドル（黒い正方形）P1、文字列の挿入開始点
７３にハンドルP2、終点７４にハンドルP3を付ける。そして、マウス21によりハンドルP1
がドラッグされると、P2およびP3の位置、線分Ａ（第１の線分）および線分Ｂ（第２の線
分）の長さを固定にした状態でP1をドラッグに従って移動され、P1の位置が再設定される
。また、ハンドルP2がドラッグされると、P1の位置および線分Ｂの長さを固定にした状態
で線分Ｂが水平になるようにP2が移動され、P2の位置が再設定される。また、ハンドルP3
がドラッグされると、P1およびP2の位置を固定にした状態で線分Ｂを水平にするようにP3
の位置が再設定される。なお、文字列７５は線分Ｂに付随して移動させる。例えば、ハン
ドルP3がＹ座標方向にドラッグされた場合であれば、P3のＸ座標値（水平方向座標値）を
同じにしたまま、Ｙ座標値（垂直方向座標値）をP2と同じにするのである。
また、「描画」－「寸法線」が選択されると、処理部はマウス21により寸法線の始点と終
点を指定させ、指定に従って始点と終点を結ぶ寸法線を描画し、さらに、寸法線に沿って
実寸での長さを表示する。また、寸法線の始点位置および終点位置から寸法線に対して直
角となる引出線を描画する。
【００１７】
次に、図15に示す動作フローに従って、複数のオブジェクト（図形やイメージや文字列な
ど）を一つにまとめたりするグループ化の機能／動作を説明する。
まず、処理部（ＣＰＵ11などから構成される）は前記のようにして一つにまとめたいオブ
ジェクトをすべて選択させる（ステップＳ11）。図16(a)に、二つの図形オブジェクト、
楕円８０と直線８１とが選択された例を示す。この状態で、利用者が「図形の調整」－「
グループ」－「グループ化」を選択すると（ステップＳ12）、プログラムに従って動作す
る処理部がそれを認識して、選択されていた複数のオブジェクト８０、８１を一つのオブ
ジェクトとし、統合された統合後のオブジェクト８２（生成されたグループ）の領域を示
す複数のハンドル８３（黒い正方形）を図16(b)に示すように表示する（ステップＳ13）
。そして、この後、生成されたグループのオブジェクト８２に名称を付けて登録する（ス
テップＳ14）。この登録されたグループ（オブジェクト８２）を構成しているデータによ
り、統合対照となった複数のオブジェクト８０、８１の形態や相対位置関係が統合時のま
ま固定されるのである。また、統合されたオブジェクト８２（グループ）については、そ
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の後の編集において、統合されていない他のオブジェクトと同様に扱われる。
また、「図形の調整」－「グループ」－「グループ解除」が選択されると、選択されたグ
ループを個々のオブジェクトに分解する。
グループを含むオブジェクト群をグループ化することも可能である。その場合はまず、一
つにまとめたいグループとその他のオブジェクトとをすべて選択させる。その後は前記の
とおりである。
グループは一つのオブジェクトとしてサイズを変更することができる。但し、グループ内
に含まれている文字列のサイズは変更しない。サイズ変更の機能／動作は前記した一つの
オブジェクトの場合と同じである。つまり、グループの周辺に表示された複数のハンドル
中の一つのハンドルがドラッグされたとき、そのドラッグ方向に拡大したり縮小したりす
るのである。
前記のようにして登録したグループ（オブジェクト）を呼び出した際、そのグループ内に
文字列を含んでいた場合、この文字列を編集し、その内容を変えて用いることができる。
但し、登録されている当該グループの文字列の内容は変わらない。なお、グループの領域
内に収まらない部分の文字列は表示しない。また、文字列の編集によって文字列の長さが
変化してもグループの領域サイズは元のままである。
また、この実施形態では、複数のオブジェクトの全領域または一部領域が重なった状態で
配置することができ、そのとき、どのオブジェクトを前面に出すかを指定することができ
る。「図形の調整」－「表示順」－「前面へ移動」が選択されると、選択されているオブ
ジェクトを前面に出すのである。これにより、背面になったオブジェクトの重なっている
部分は見えなくなる。「背面へ移動」、「最前面へ移動」、「最背面へ移動」を選択させ
、選択に従って移動させることもできる。
【００１８】
また、複数のオブジェクトの上側の境界を上一線に揃えたり、下側の境界を下一線に揃え
たり、左側の境界を左一線に揃えたり、右側の境界を右一線に揃えたりすることができる
し、オブジェクトを回転させることもできる。また、直線や連続線などが他のオブジェク
トと交わったときオブジェクト内部を通過する線を消去する隠線処理も可能である。
また、「設定」－「環境設定」－「ページ」が選択されると、文書や図面のページに係わ
る属性の初期設定を行う。文書／図面の新規作成時やページ追加時に、図面の縮尺、用紙
サイズ、用紙の向き、分割印刷時の重ね幅などを設定させるのである。なお、分割印刷で
は、表示されているページを複数の用紙に分割して印刷する。
「設定」－「環境設定」－「描画補助」が選択されると、各種線を描画する際の線の角度
や補助線の色を設定させる。例えば、角度については、０、15、30、45、60、90度のなか
から選択させるのである。
「設定」－「描画属性の設定」－「線」が選択されると、選択されている描画オブジェク
トまたはすべての描画オブジェクトを構成する線の種類、色、太さなどを設定させる。こ
の設定の際の線の種類の設定では、実線、破線、点線、一点鎖線、二点鎖線、ユーザー設
定線種（複数）などのなかから選択させる（引出線、寸法線については、「設定」－「引
出線の設定」、または「設定」－「寸法線の設定」で同様の設定を可能にしている）。太
さも複数種類のなかから選択させる。但し、楕円、正円、円弧、扇形、連続曲線が選択さ
れている場合で、線の種類が実線以外のときは線の太さを0.1ｍｍ固定とする。また、角
を丸くする場合の半径や二重線の間隔（幅）などを設定させる。直線や連続線などの始点
や終点につける矢印などの種類およびサイズを設定することも可能である。
「設定」－「描画属性の設定」－「塗りつぶし」が選択されると、描画オブジェクト内の
塗りつぶし属性として、種類や色を設定させる。なお、種類としては、なし、塗りつぶし
、横縞、縦縞、右下がり斜線、右上がり斜線、格子、斜め格子などが可能である。また、
選択された種類および色のサンプルをダイアログボックス内に表示する。
「設定」－「描画属性の設定」－「サイズ」が選択されると、選択中の描画オブジェクト
の幅および高さを設定させる。
なお、前記描画属性の設定時、描画オブジェクトが一つも選択されていないと、設定内容



(11) JP 4100842 B2 2008.6.11

10

20

30

40

50

をすべての描画オブジェクトの属性として設定し、描画オブジェクトが選択されている場
合は選択されている描画オブジェクトの属性として設定する。
【００１９】
「設定」－「ユーザー線種の設定」が選択されると、処理部は、図17に示すようなダイア
ログボックス８５を表示して、利用者の登録する線種（複数の線種の登録が可能である）
、１本の線を構成する各線分の線長、線分間の間隔（切れ目の長さ）、線種名などを設定
させる。なお、図17に示した例では、60ｍｍの切れ目で100ｍｍ、20ｍｍ、60ｍｍ、20ｍ
ｍの長さの線分がその順で続くパターンを一つのパターンとして複数のパターンが続く線
を描画する。ダイアログボックス８５内には上記した例のサンプルを表示する。
前記した「描画属性の設定」では、このようにして設定したユーザー線種に対しても太さ
などを指定できる。
こうして、ユーザー線種を設定した後、利用者の選択に応じて、描画手段としても動作す
る処理部が選択されたユーザー線種の設定に従ってマウス21による指定に従ってそのユー
ザー線種の線を描画する。
「設定」－「記号登録」－「追加」が選択されると、処理部は編集画面に描画／挿入され
たオブジェクトを記号リスト（図５参照）中に表示される記号の一つとしてを追加する。
なお、対象オブジェクトは、図形、イメージ、文字列、グループである。
登録に際しては、まず、記号として登録したいオブジェクトを編集領域内に描画または挿
入し、記号として登録したいオブジェクトを前記のようにして選択させる。そして、「設
定」－「記号登録」－「追加」が選択されると、例えばダイアログボックス８６を表示し
て、登録するフォルダを指定（選択）させ、記号名を付けさせ、記号のサイズ（幅と高さ
）を指定させる。なお、ダイアログボックス８６内には登録される記号の記号イメージを
表示する（図18参照）。また、ダイアログボックス８６のフォルダ名欄８７には編集画面
に表示中の記号リストを格納しているフォルダ名をデフォルト値として表示し、「選択」
ボタン８８が指示されたとき、例えば図19に示すような記号フォルダ一覧８９を表示し、
選択させる。
また、記号登録の際、記号を構成する線の種類と色と太さを指定させ、内部を塗りつぶし
可能な記号の場合は塗りつぶし模様（前記参照）およびその色を指定させる。回転の基点
を指定させて取り込まれた記号イメージを回転させたものを登録することも可能である（
記号リスト中から編集領域にコピーした記号オブジェクトを回転させることも可能である
）。
また、「設定」－「記号登録」－「ファイルから追加」が選択されると、ファイル名を指
定させ、指定されたファイルのイメージや図形データを記号として登録する。
【００２０】
以上、図面に従って本発明の文書作成方法を説明したが、このような文書作成方法に従っ
てプログラミングしたプログラムを着脱可能な記憶媒体に記憶し、その記憶媒体をそれま
で本発明よった文書作成ができなかったパーソナルコンピュータなど情報処理装置に装填
することにより、その情報処理装置において本発明によった文書作成を行うことも可能で
ある。
このように本実施形態では、引出線の描画において、引出線の文字列挿入部線分の長さを
文字列長に自動的に合わせることができ、その線分を容易に水平にすることができ、各種
線種の描画において利用者の欲する線種を登録でき、利用者の作成したオブジェクトを編
集時に取り込む記号として登録でき、複数のオブジェクトを組み合わせて作成する図面作
成も容易に行うことができる。
【００２１】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、引出線の開始点と文字列の挿入開始点と文字列
の記入方向を示す方向点を画面上で指定することができ、前記各点が指定されると、前記
開始点と挿入開始点とを結ぶ第１の線分と、前記挿入開始点と方向点方向の終点とを結ぶ
第２の線分とから構成された引出線が描画されるので、第２の線分の長さを可変にするこ
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とが可能になる。また、本発明では、記入される文字列の長さに応じて第２の線分の長さ
が自動的に決定されるので、第２の線分の長さの設定が容易になる。また、本発明では、
設定された引出線の開始点を移動させる操作が画面上で行われると、挿入開始点および終
点の位置と、第１の線分の長さとを固定にした状態で前記開始点の設定位置が前記操作に
従って再設定されるか、設定された挿入開始点を移動させる操作が画面上で行われると、
前記開始点の位置および第２の線分の長さを固定にした状態で第２の線分が水平になるよ
うに挿入開始点の設定位置が再設定されるか、設定された終点を移動させる操作が画面上
で行われると、前記開始点および挿入開始点の位置を固定にした状態で第２の線分が水平
になるように前記終点の設定位置が再設定されるので、第２の線分を水平にする作業など
が容易になる。また、本発明では、第２の線分に沿って記載した文字列が前記第２の線分
の移動に付随して移動するので、第２の線分が移動しても文字列を手動で移動しなくてよ
い。
　参考発明では、長さの異なる複数の線分とその線分間の切れ目から成るパターンを繰り
返して成る１本の線の線種を、前記各線分の長さと切れ目の長さとを設定させることによ
り設定することができ、その設定後、指示に従って設定された線種の線を描画することが
できるので、利用者の所望の線種の線を描画することができる。
【００２２】
　また、参考発明では、編集画面上に描画されたかまたは貼り付けられた図形、イメージ
、または文字列を、編集画面上に表示される記号リスト中の一つの記号として登録するこ
とができるので、描画・編集が容易になる。また、参考発明では、編集画面上に描画され
たかまたは貼り付けられた図形、イメージ、または文字列から成る編集単位としてのオブ
ジェクトを複数選択し、選択された複数のオブジェクトを一つのオブジェクトとして統合
し、統合された統合後のオブジェクトを統合されていない他のオブジェクトと同様に扱う
ことができるので、関連性の高い複数のオブジェクトを含む図面などを作成する際、オブ
ジェクト間の位置合わせなどが不要になり、したがって、前記のような図面などの作成が
容易になる。また、参考発明では、統合された統合後のオブジェクト内の文字列を編集す
ることができ、前記文字列を編集画面内で変更したとき、登録されている前記オブジェク
ト内の前記文字列が変更されないまま、変更された文字列を有した前記オブジェクトが他
のオブジェクトと同様に扱われるので、例えば図形が同じで文字列が異なるような図面な
どを容易に作成することができる。
　また、本発明では、本発明の文書作成方法に従ってプログラミングしたプログラムを例
えば着脱可能な記憶媒体に記憶することができるので、その記憶媒体をそれまで本発明に
よった文書作成ができなかったパーソナルコンピュータなど情報処理装置に装填すること
により、その情報処理装置においても本発明の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を示す文書作成装置のシステム構成図である。
【図２】は本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の構成ブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態を示す文書作成装置の説明図である。
【図４】本発明の一実施形態を示す文書作成装置の動作フロー図である。
【図５】本発明の一実施形態を示す文書作成装置の画面図である。
【図６】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の説明図である。
【図７】（ａ）～（ｃ）は本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の説明図であ
る。
【図８】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の説明図である。
【図９】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の説明図である。
【図１０】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の説明図である。
【図１１】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の説明図である。
【図１２】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の説明図である。
【図１３】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の説明図である。
【図１４】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の説明図である。
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【図１５】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の動作フロー図である。
【図１６】（ａ）、（ｂ）は本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の説明図で
ある。
【図１７】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の画面図である。
【図１８】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の画面図である。
【図１９】本発明の一実施形態を示す文書作成装置要部の他の画面図である。
【図２０】従来技術の一例を示す文書作成装置要部の説明図である。
【符号の説明】
１　情報処理装置
２　スキャナ
３　プリンタ
４　ディジタルスチルカメラ
１１ＣＰＵ
１５ハードディスク駆動装置
１７　記憶媒体駆動装置
１８　表示装置
１９　通信制御部
２０　キーボード
２１　マウス

【図１】

【図２】

【図３】
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